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概況 寄与度別にみた実質GDP成長率の推移

物価と失業率の推移
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　台湾経済はごく緩やかなペースで回復が続いて
いる。第3四半期の実質GDP成長率は前年比

+1.6％と第2四半期（同+2.5％）から減速した。個人

消費の伸びが横這い（同+1.6％）となるなか、資本

形成はプラスに転じたが（同+1.0％）、輸出の伸び

鈍化（同+1.7％）と政府消費のマイナス幅拡大（同

▲0.8％）が成長率を押し下げた。一方、月次指標で

は、10月の製造業PMIが53.0と9月（52.0）から上

昇、10月の輸出受注（前年比+3.2％）も1月以来の
高めの伸びとなるなど、輸出を中心に加速の兆しが
窺える。
　なお、この先予想される米国の量的金融緩和縮小
について、台湾経済への悪影響は（少なくとも他の
新興国よりは）限られそうだ。台湾の株価をみると、
米国量的緩和実施期間の上昇率が小さく、今年5月
に縮小観測が強まった際の下落率も小幅に止まっ
た。対内証券投資をみても、米国量的緩和実施期
間（09-12年）の年平均流入額が53億ドルであり、過

度な資金流入はみられていない（01-08年の平均は

133億ドル）。また、経常黒字はここ数年名目GDP
比10％程度の高水準で推移しているほか、外貨準

備も名目GDP比80％以上の保有があり、資本流出
への耐久性は高い。

・物価：10月の消費者物価は前年比+0.6％となり、
5月以降は1％を下回る低めの上昇率が続いてい
る。
・雇用：失業率は、緩やかながらも景気回復が続く
なか、2012年11月以降、4.2％という低水準での推
移が続いている。

・貿易動向：輸出は、9月が前年比▲7.0％、10月が

同▲1.5％と2ヵ月連続でマイナスとなった。米国向

け（同+0.3％）、中国向け（同▲5.0％）、日本向け

（同▲2.6％）が低調の一方、欧州向け（同+7.2％）

は持ち直している。輸入は、10月に同▲2.8％とな

り、4ヵ月連続でマイナスとなった。

・為替相場：台湾ドルの対ドル相場は1月に円安の
影響などから急落し、4月には1ドル＝30台湾ドルに
達した。その後、一旦上昇する局面もあったが、米
国の金融緩和縮小観測などから、5月中旬から8月
は、ほぼ30台湾ドル近辺での推移となった。その後
は上昇し、足元では29.6台湾ドル近辺となってい
る。
・株価：台湾の株価は緩やかな上昇傾向にあり、10
月後半には5月につけた年初来高値を更新した。一
旦反落した後、足元の株価指数は8,400程度で推
移している。
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2009年 2010年 2011年 2012年 2012年Q4 2013年Q1 Q2 Q3

　実質GDP成長率（前年比、％） ▲ 1.8 10.8 4.1 1.3 4.0 1.6 2.5 1.6

　工業生産指数 77.1 95.8 100.0 99.3 100.6 95.4 101.2 103.1

　（2011年=100） (▲7.9) (24.2) (4.4) (▲0.7) (4.0) (1.1) (▲0.5) (2.5)

　消費者物価指数 97.7 98.6 100.0 101.9 102.7 102.3 102.3 103.1

　（2011年=100） (▲0.9) (1.0) (1.4) (1.9) (1.8) (1.8) (0.8) (0.0)

　卸売物価指数 90.9 107.8 100.0 98.8 96.8 97.3 96.2 96.4

　（2011年=100） (▲8.7) (18.5) (▲7.2) (▲1.2) (▲3.9) (▲3.1) (▲3.1) (▲2.5)

　製造業平均月収（NT$） 39,118 42,500 43,594 44,017 40,720 52,900 40,141 41,858

(▲9.2) (8.6) (2.6) (1.0) (2.9) (▲2.2) (1.4) (0.4)

　失業率（季節調整済、％） 5.9 5.2 4.4 4.2 4.3 4.2 4.2 4.2

　輸出 203,675 274,601 308,299 301,181 77,467 72,617 77,827 76,185

  （FOB価格、 100万US$） (▲20.3) (34.8) (12.3) (▲2.3) (2.4) (2.4) (2.4) (▲0.8)

　輸入 174,371 251,236 281,606 270,473 66,707 67,988 67,894 66,031

  （CIF価格、100万US$） (▲27.5) (44.1) (12.1) (▲4.0) (▲0.1) (4.4) (▲3.5) (▲3.3)

　貿易収支（100万US$） 29,304 23,364 26,694 30,708 10,760 4,629 9,933 10,155

　経常収支（100万US$） 42,923 39,872 41,230 49,923 16,052 11,316 13,998 14,914

◎外貨準備（100万US$） 348,198 382,005 385,547 403,169 403,169 401,890 406,606 412,611

◎マネーサプライ 29,356 30,954 32,452 33,574 33,574 34,229 34,584 34,959

   （M2、10億NT$） (5.8) (5.4) (4.8) (3.5) (3.5) (3.9) (5.3) (5.7)

＊CP流通利回り（期間91-180日） 0.29 0.46 0.81 0.85 0.81 0.77 0.74 0.72

◎中央銀行再割引率（%） 1.250 1.625 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875

＊対米ドル為替相場（NT$/US$） 33.06 31.65 29.47 29.62 29.21 29.55 29.95 29.95

＊加重平均株価指数（1966年=100） 6,393 7,931 8,186 7,475 7,442 7,866 8,052 8,076

（注）＊：期中平均値、◎：期末値、P：暫定値、カッコ内：前年比（％）。

     『外貨準備』は、金を含まない数値。『輸出』は、再輸出を含む数値。

（資料）経済建設委員会「自由中国之工業」、中央銀行「金融統計月報」‘Financial Statistics'等より作成。
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2．月次

2013年
1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

　実質GDP成長率（前年比、％）

　工業生産指数 102.9 82.3 101.1 99.7 104.3 99.5 105.8 103.8 99.7

　（2011年=100） (19.3) (▲11.2) (▲3.0) (▲0.8) (▲0.3) (▲0.4) (2.1) (▲0.6) (0.6)

　消費者物価指数 102.4 102.9 101.4 102.1 102.2 102.8 102.6 102.7 104.1 103.8

　（2011年=100） (1.1) (3.0) (1.4) (1.0) (0.7) (0.6) (0.1) (▲0.8) (0.8) (0.6)

　卸売物価指数 96.5 97.9 97.4 96.7 95.8 96.2 96.1 96.5 96.5 96.1

　（2011年=100） (▲3.8) (▲2.3) (▲3.1) (▲3.7) (▲3.5) (▲2.1) (▲2.2) (▲2.8) (▲2.5) (▲1.6)

　製造業平均月収（NT$） 59,739 59,829 39,131 39,430 39,792 41,200 41,232 42,079 42,262

(▲28.7) (49.5) (1.8) (2.4) (2.3) (▲0.4) (2.3) (4.3) (▲4.8)

　失業率（季節調整済、％） 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2 4.2

　輸出 25,672 19,731 27,213 25,043 26,296 26,487 25,298 25,635 25,253 26,121

  （FOB価格、100万US$） (21.6) (▲15.8) (3.2) (▲1.9) (0.7) (8.7) (1.6) (3.6) (▲7.0) (▲1.5)

　輸入 25,161 18,809 24,019 22,775 21,892 23,227 22,078 21,051 22,902 22,601

  （CIF価格、100万US$） (22.2) (▲8.5) (0.2) (▲8.2) (▲8.0) (6.8) (▲7.7) (▲1.2) (▲0.7) (▲2.8)

　貿易収支（100万US$） 512 922 3,195 2,268 4,404 3,261 3,221 4,584 2,351 3,521

　経常収支（100万US$）

◎外貨準備（100万US$） 406,557 404,080 401,890 405,194 406,616 406,606 409,118 409,388 412,611 415,601

◎マネーサプライ 33,928 34,116 34,229 34,273 34,317 34,584 34,843 34,955 34,959

   （M2、10億NT$） (2.9) (3.7) (3.9) (4.1) (4.6) (5.3) (5.8) (5.4) (5.7)

＊CP流通利回り（期間91-180日） 0.78 0.76 0.76 0.77 0.73 0.72 0.74 0.71 0.70

◎中央銀行再割引率（%） 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875 1.875

＊対米ドル為替相場（NT$/US$） 29.18 29.67 29.80 29.88 29.89 30.09 30.04 30.03 29.78 29.49

＊加重平均株価指数（1966年=100） 7,759 7,933 7,907 7,893 8,272 7,989 8,102 7,932 8,193 8,366

（注）＊：期中平均値、◎：期末値、P：暫定値、カッコ内：前年比（％）。『外貨準備』は、金を含まない数値。

（資料）経済建設委員会「自由中国之工業」、中央銀行「金融統計月報」‘Financial Statistics'等より作成。

（照会先：経済調査室 栗原 浩史　hiroshi_2_kurihara@mufg.jp）
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